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　 延べ 409 人の皆さんから俳句 406 点、短歌
235 点、川柳 190 点、冠句 252 点、詩 25 点、
随筆・評論 23 点、小説 4 点、合計 1,135 点の応
募をいただきました。これらの中から、特選 19 点、

入選 39 点、佳作 168 点が選ばれました。
　各部門の特選は、次の皆さんです。
問い合わせ先　 教育委員会文化振興室☎ 23-
7810、FAX21-3080
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入賞者決まる！　第48回　市民文芸作品

　

日時　７月７日㈯　10：00 〜 12：00
会場　ひこね市文化プラザエコーホール
第１部　市民文芸講座（10：00 ～ 11：00）
▶演題「国語力は人間力」 …いのち・こころ・こ
　　とば…
▶講師　吉永幸司さん（京都女子大学教授・京都女

子大学附属小学校校長）

第２部　部門別研修会（11：00 ～ 12：00）
「俳句」「短歌」「川柳」「冠句」「詩」「随筆・評

論」「小説」の部門別に、市民文芸作品選者の
皆さんが、出品作品を講評します。
定員 150 人 （先着順）　※事前申込不要
問い合わせ先　 教育委員会文化振興
　室☎ 23-7810、FAX21-3080

入場無料 市民文芸講座・部門別研修会のご案内

人口と世帯数
　　　　　　平成24年６月１日現在

人　口
　男
　女
世帯数

　　　　　　　　（　）内は前月との比較

１１２,４８５人（ ー    ７）
　  ５５,６０３人（＋     14）

５６,８８２人（ー 21）
４４,３８９世帯　（＋ 32）
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９
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